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	発表題　「 　　　　　　　　　          　　                            　　　　　　　　　」　　　


	市町名　　

	施設種別・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),施設名) 

	職種・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),発表者氏名)    介護職員　　○○　○○
	共同研究者名（いる場合）     　　

	
	共同研究者名（いる場合）     　　


	今回の発表の施設

またはサービスの

概況　　　　
	　昭和４１年６月に定員５０名で開設。現在は特養の定員５５名（男性４名、女性５１名）、

短期入所定員１名。利用者様の平均年齢は８５.６歳、平均介護度は３.８。最高齢の方は

今年１０２歳。地域に根ざし家庭的雰囲気を大切にするケアを目指している。

	〈取り組んだ課題〉

Ｓさんは、頚椎症により四肢に痺れや疼痛があり病院に入院し治療を行ったが、なかなか改善しないまま日常生活はほぼ全介助の状態で入所された。入所後も食事は毎回全介助で摂取されていたが、ご本人様も食べさせてもらっているという気持ちからか、ついつい早食いになってしまう。パン等は手に持っていただくと自分のペースでゆっくりと味わって食べられる姿を見て、何とかご自分の力で食べていただくことは出来ないだろうかと考え、ご本人にお話しすると「やってみようか」という返事をいただき自力摂取を援助する取り組みを開始した。

〈具体的な取り組み〉

1 トレーニング

・車いすに離床し、テレビの「みんなの体操」を見ながら上肢を動かす運動をする。その際一緒に手を開いたり閉じたりする運動も行う。慣れてくればベッド上でも時間があれば手指の運動をされていた。

2 配膳の工夫

・食器を載せるお盆に滑り止めシートを敷く

・すくいやすいお皿の使用

3 スプーンの検討

・以前使用していたグリップ式スプーンで再挑戦→握力が弱くうまく握れない。バンドで固定してみたが、
うまく口まで運べない。

・スプーンの柄を短くし、少し角度をつけてスムースに口に運べるよう改良する。
〈活動の成果と評価〉

　試み当初は食べこぼしも多く、エプロンに落ちることを気にされていたが、段々とコツをつかみ上手に食べていただけるようになる。数か月後には手渡すと自分で装着可能となる。「おいしいね」「今日のは少し辛かったわ」などの声も聞こえるようになり表情が豊かになってきたように思われる。食事を通して介護者とのコミュニケーションが拡大した。

　現在は介助皿なしで食され、汁物のお椀も上手に両手で持って飲まれるようになった。その後、最初に使えなかったグリップ式スプーンをもてるようになり使用している。

　ご本人より、「これも皆さんに良くして貰ったおかげ。自分で食べられるってすばらしい。この歳になってこんなに出来るとは思わんかった。後はトイレに自分で歩いて行けたらいいんやけどね。」など、意欲的な発言が聞かれるようになった。

〈今後の課題〉

　ご本人の意欲と努力によってこの取り組みは成功したと思われる。引き続きご本人と相談しながら現状を継続していけるようサポートするとともに、次のステップを一緒に考えたい。また、Ｓさんだけでなく他の利用者さんに対してもご希望を実現していくための取り組みを広げていけるよう検討する。


（提出期限：６月３０日〔木〕）
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